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P308a 太陽近傍M型星Gliese 12を公転する大気分光に適した地球サイズ惑星の発見
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本講演では地球から 12pcの距離に存在し有効温度が約 3300KのM型星であるGliese 12を公転する惑星 (Gliese
12 b)の発見を報告する。同恒星はすばる望遠鏡の IRDを用いた戦略枠プログラムを通して 2019年から 2023年
にかけて観測され, 全天トランジット観測用宇宙望遠鏡のTESSにおいても 4度のセクターで観測された。Gliese
12 bは TESSチームにより公転周期が未確定の惑星候補として初め同定された。そこで我々は, MuSCAT2およ
びMuSCAT3を用いた地上トランジット観測から同惑星の公転周期を 12.76日と確定し, さらにそれらに加えて
Keckと Gemini望遠鏡の補償光学データ, IRDと CARMENESによって取得した視線速度データも用いること
でその惑星検出の偽陽性を排除した。最終的に上記全てのライトカーブデータおよび視線速度データを総合的に
解析することで, Gliese 12 bの半径を 0.96 ± 0.05 R⊕と決定し, その質量の 3σ上限値を 3.9 M⊕と制限した。ま
た, その日射量は地球の約 1.6倍と金星 (1.9倍)よりもわずかに小さい。Gliese 12 bは主星が明るく活動も穏やか
なため, 透過光分光を通した大気の研究に対して TRAPPIST-1の惑星と同等に理想的なターゲットになり得る。


